
(57)【要約】

本発明は、光学素子切換機構を提供する。切換機構は、

平衡腕を使用する。光学素子は平衡腕の一端に取り付け

られる。平衡腕は、第１位置から第２位置まで平衡腕を

回転させる軸上に懸架される。平衡腕は、この移動中に

低力外乱を与えるように平衡にされる。平衡腕を動かす

ように回転エネルギを与えるスプリングが、平衡腕に連

結される。スプリングは、その中立位置が第１位置と第

２位置との間にあるように連結され、従ってスプリング

は第１位置から第２位置まで及びその逆に平衡腕を動か

すようにエネルギを与える。ラッチ機構が、平衡腕を第

１位置又は第２位置に選択的に保持するように設けられ

る。更に、ラッチ機構は、平衡腕を捕らえ且つ最終位置

へ動かすのに必要な追加のエネルギを与えることができ

る。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 光 学 素 子 切 換 機 構 で あ っ て 、
　 回 転 軸 と 、
　 前 記 回 転 軸 に 連 結 さ れ 、 第 １ 光 学 素 子 を 含 む 第 １ 端 を 有 す る 第 １ 腕 と 、
　 前 記 第 １ 腕 に 連 結 さ れ 、 前 記 第 １ 光 学 素 子 を 光 学 通 路 内 に 置 い た 状 態 の 第 １ 位 置 か ら 第
２ 位 置 ま で 且 つ 前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 ま で 前 記 第 １ 腕 を 前 記 回 転 軸 上 で 回 転 さ せ
る よ う に 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え る ス プ リ ン グ 機 構 と 、 並 び に
　 前 記 第 １ 腕 を 前 記 第 １ 位 置 又 は 前 記 第 ２ 位 置 に 保 持 し 且 つ 前 記 第 １ 腕 を 選 択 的 に 解 放 す
る ラ ッ チ 機 構 と を 含 み 、
　 前 記 第 １ 腕 が 前 記 第 １ 位 置 か ら 解 除 さ れ た と き 、 前 記 ス プ リ ン グ 機 構 が 前 記 第 １ 腕 を 前
記 第 ２ 位 置 に 向 け て 回 転 さ せ 、 ま た 、 前 記 第 １ 腕 が 前 記 第 ２ 位 置 か ら 解 除 さ れ た と き 、 前
記 ス プ リ ン グ 機 構 が 前 記 第 １ 腕 を 前 記 第 １ 位 置 に 向 け て 回 転 さ せ る 、 光 学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 回 転 軸 は 柔 軟 な 旋 回 軸 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ス プ リ ン グ 機 構 は 前 記 回 転 軸 の 周 り に 螺 旋 捩 れ ス プ リ ン グ を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載
の 光 学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 回 転 軸 及 び 前 記 ス プ リ ン グ 機 構 は 捩 れ 棒 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 機
構 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 光 学 素 子 は フ ィ ル タ 、 ミ ラ ー 、 又 は ソ ー ス か ら 選 択 さ れ た 光 学 素 子 を 含 む 、 請 求 項
１ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ラ ッ チ 機 構 は 磁 気 保 持 機 構 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ラ ッ チ 機 構 は 前 記 第 １ 腕 を 解 放 す る 磁 気 解 除 機 構 を 更 に 含 む 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 光
学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ラ ッ チ 機 構 は 前 記 第 １ 腕 を 保 持 す る 永 久 磁 石 と 、 及 び 該 永 久 磁 石 に 打 ち 克 っ て 前 記
第 １ 腕 を 解 放 す る 電 磁 石 と を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ラ ッ チ 機 構 は 前 記 第 １ 位 置 及 び 前 記 第 ２ 位 置 へ の 腕 回 転 を 完 成 さ せ る 追 加 の 回 転 エ
ネ ル ギ を 更 に 与 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 第 １ 位 置 及 び 前 記 第 ２ 位 置 へ の 腕 回 転 を 完 成 さ せ る 追 加 の 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え る 回
転 エ ネ ル ギ 機 構 を 更 に 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 回 転 エ ネ ル ギ 機 構 は 電 動 機 を 含 む 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 光 学 素 子 切 換 装 置 で あ っ て 、
　 第 １ 切 換 機 構 及 び 第 ２ 切 換 機 構 を 含 み 、
　 前 記 第 １ 切 換 機 構 は 、
　 　 第 １ 回 転 軸 と 、
　 　 前 記 第 １ 回 転 軸 に 連 結 さ れ て い て 、 第 １ 光 学 素 子 を 含 む 第 １ 端 を 有 す る 第 １ 腕 と 、
　 　 前 記 第 １ 腕 に 連 結 さ れ て い て 、 前 記 第 １ 光 学 素 子 を 光 学 通 路 内 に 置 い た 状 態 の 第 １ 位
置 か ら 第 ２ 位 置 ま で 且 つ 前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 ま で 前 記 第 １ 腕 を 前 記 第 １ 回 転 軸
上 で 回 転 さ せ る よ う に 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え る 第 １ ス プ リ ン グ 機 構 と 、 並 び に
　 　 前 記 第 １ 腕 を 前 記 第 １ 位 置 又 は 前 記 第 ２ 位 置 に 保 持 し 且 つ 前 記 第 １ 腕 を 選 択 的 に 解 放
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す る 第 １ ラ ッ チ 機 構 と を 含 み 、
　 前 記 第 ２ 切 換 機 構 は 、
　 　 第 ２ 回 転 軸 と 、
　 　 前 記 第 ２ 回 転 軸 に 連 結 さ れ て い て 、 第 ２ 光 学 素 子 を 含 む 第 １ 端 を 有 す る 第 ２ 腕 と 、
　 　 前 記 第 ２ 腕 に 連 結 さ れ て い て 、 前 記 第 ２ 光 学 素 子 を 光 学 通 路 内 に 置 い た 状 態 の 第 １ 位
置 か ら 第 ２ 位 置 ま で 且 つ 前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 ま で 前 記 第 ２ 腕 を 前 記 第 ２ 回 転 軸
上 で 回 転 さ せ る よ う に 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え る 第 ２ ス プ リ ン グ 機 構 と 、 並 び に
　 　 前 記 第 ２ 腕 を 前 記 第 １ 位 置 又 は 前 記 第 ２ 位 置 に 保 持 し 且 つ 前 記 第 ２ 腕 を 選 択 的 に 解 放
す る 第 ２ ラ ッ チ 機 構 と を 含 み 、
　 前 記 第 １ ラ ッ チ 機 構 が 前 記 第 １ 腕 を 前 記 第 １ 位 置 か ら 解 除 し 且 つ 前 記 第 ２ ラ ッ チ 機 構 が
前 記 第 ２ 腕 を 前 記 第 ２ 位 置 か ら 解 除 し た と き 、 前 記 第 １ ス プ リ ン グ 機 構 が 前 記 第 １ 腕 を 前
記 第 ２ 位 置 に 向 け て 回 転 さ せ 且 つ 前 記 第 ２ ス プ リ ン グ 機 構 が 前 記 第 ２ 腕 を 前 記 第 １ 位 置 に
向 け て 回 転 さ せ 、 ま た 、 前 記 第 １ ラ ッ チ 機 構 が 前 記 第 １ 腕 を 前 記 第 ２ 位 置 か ら 解 除 し 且 つ
前 記 第 ２ ラ ッ チ 機 構 が 前 記 第 ２ 腕 を 前 記 第 １ 位 置 か ら 解 除 し た と き 、 前 記 第 １ ス プ リ ン グ
機 構 が 前 記 第 １ 腕 を 前 記 第 １ 位 置 に 向 け て 回 転 さ せ 且 つ 前 記 第 ２ ス プ リ ン グ 機 構 が 前 記 第
２ 腕 を 前 記 第 ２ 位 置 に 向 け て 回 転 さ せ る 、 光 学 素 子 切 換 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 第 １ 腕 及 び 前 記 第 ２ 腕 が 同 一 面 内 に あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 第 １ 腕 及 び 前 記 第 ２ 腕 が 異 な る 面 内 に あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 装 置
。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 第 １ ラ ッ チ 機 構 は 前 記 第 １ 位 置 及 び 前 記 第 ２ 位 置 へ の 第 １ 腕 回 転 を 完 成 さ せ る 追 加
の 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え る 回 転 エ ネ ル ギ を 更 に 与 え 、 ま た 、 前 記 第 ２ ラ ッ チ 機 構 は 前 記 第 １
位 置 及 び 前 記 第 ２ 位 置 へ の 第 ２ 腕 回 転 を 完 成 さ せ る 追 加 の 回 転 エ ネ ル ギ を 更 に 与 え る 、 請
求 項 １ ２ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 第 １ ラ ッ チ 機 構 は 前 記 第 １ 腕 を 保 持 す る 第 １ 永 久 磁 石 と 、 及 び 該 第 １ 永 久 磁 石 に 打
ち 克 っ て 前 記 第 １ 腕 を 解 放 す る 第 １ 電 磁 石 と を 含 み 、 ま た 、 前 記 第 ２ ラ ッ チ 機 構 は 前 記 第
２ 腕 を 保 持 す る 第 ２ 永 久 磁 石 と 、 及 び 該 第 ２ 永 久 磁 石 に 打 ち 克 っ て 前 記 第 ２ 腕 を 解 放 す る
第 ２ 電 磁 石 と を 含 む 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 第 １ 腕 は 前 記 第 １ 位 置 か ら 前 記 第 ２ 位 置 ま で 第 １ 回 転 方 向 に 回 転 し 、 前 記 第 ２ 腕 は
前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 ま で 第 ２ 回 転 方 向 に 回 転 し 、 前 記 第 １ 方 向 及 び 前 記 第 ２ 方
向 は 運 動 量 相 殺 を 与 え る よ う に 逆 向 き で あ る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 第 １ 腕 及 び 前 記 第 ２ 腕 は 互 い に 平 衡 に さ れ て 、 実 質 的 に 等 し い 慣 性 及 び 変 位 を 有 す
る 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 第 １ 光 学 素 子 及 び 前 記 第 ２ 光 学 素 子 は フ ィ ル タ 、 ミ ラ ー 、 又 は ソ ー ス か ら 選 択 さ れ
た 光 学 素 子 を 含 む 、 請 求 項 １ ２ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 光 学 素 子 切 換 機 構 で あ っ て 、
　 回 転 軸 と 、
　 前 記 回 転 軸 に 連 結 さ れ て い て 、 第 １ 光 学 素 子 を 含 む 第 １ 端 を 有 す る 第 １ 腕 と 、
　 前 記 第 １ 腕 に 連 結 さ れ て い て 、 前 記 第 １ 光 学 素 子 を 光 学 通 路 内 に 置 い た 状 態 の 第 １ 位 置
か ら 第 ２ 位 置 ま で 且 つ 前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 ま で 前 記 第 １ 腕 を 前 記 回 転 軸 上 で 回
転 さ せ る よ う に 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え る ス プ リ ン グ 機 構 と 、 並 び に
　 前 記 第 １ 腕 を 前 記 第 １ 位 置 又 は 前 記 第 ２ 位 置 に 保 持 し 且 つ 前 記 第 １ 位 置 及 び 前 記 第 ２ 位
置 へ の 前 記 第 １ 腕 回 転 を 完 成 さ せ る よ う に 追 加 の 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え る 第 １ 永 久 磁 石 を 有
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す る ラ ッ チ 機 構 と を 含 み 、 該 ラ ッ チ 機 構 は 前 記 第 １ 永 久 磁 石 に 打 ち 克 っ て 前 記 第 １ 腕 を 解
放 す る 第 １ 電 磁 石 を 更 に 含 む 、 光 学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 第 １ 光 学 素 子 は フ ィ ル タ 、 ミ ラ ー 、 又 は ソ ー ス か ら 選 択 さ れ た 光 学 素 子 を 含 む 、 請
求 項 ２ ０ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 第 ２ 切 換 機 構 を 更 に 含 む 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 機 構 で あ っ て 、
　 前 記 第 ２ 切 換 機 構 は 、
　 　 第 ２ 回 転 軸 と 、
　 　 前 記 第 ２ 回 転 軸 に 連 結 さ れ て い て 、 第 ２ 光 学 素 子 を 含 む 一 端 を 有 す る 第 ２ 腕 と 、
　 前 記 第 ２ 腕 に 連 結 さ れ て い て 、 前 記 第 ２ 光 学 素 子 を 光 学 通 路 内 に 置 い た 状 態 の 第 １ 位 置
か ら 第 ２ 位 置 ま で 且 つ 前 記 第 ２ 位 置 か ら 前 記 第 １ 位 置 ま で 前 記 第 ２ 腕 を 前 記 第 ２ 回 転 軸 上
で 回 転 さ せ る よ う に 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え る 第 ２ ス プ リ ン グ 機 構 と 、 並 び に
　 前 記 第 ２ 腕 を 前 記 第 １ 位 置 又 は 前 記 第 ２ 位 置 に 保 持 し 且 つ 前 記 第 １ 位 置 及 び 前 記 第 ２ 位
置 へ の 前 記 第 ２ 腕 回 転 を 完 成 さ せ る よ う に 追 加 の 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え る 第 ２ 永 久 磁 石 を 有
す る ラ ッ チ 機 構 と を 含 み 、 該 第 ２ ラ ッ チ 機 構 は 前 記 第 ２ 永 久 磁 石 に 打 ち 克 っ て 前 記 第 ２ 腕
を 解 放 す る 第 ２ 電 磁 石 を 更 に 含 む 、 光 学 素 子 切 換 機 構 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 第 １ 腕 及 び 前 記 第 ２ 腕 は 同 一 面 内 に あ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 第 １ 腕 及 び 前 記 第 ２ 腕 は 異 な る 面 内 に あ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 光 学 素 子 切 換 装 置
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 光 学 素 子 （ optical elements） に 関 し 、 更 に 詳 し く は 光 学 素 子 の 高 速
切 換 機 構 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 光 学 機 器 に お い て は 、 光 学 素 子 を ア パ ー チ ャ ま た は 光 学 ビ ー ム に 迅 速 に 挿 入 ・ 離 脱 さ せ
る 能 力 の 要 請 が 多 く の 異 な る 用 途 に お い て あ る 。 従 来 、 こ の 切 換 （ ス イ ッ チ ン グ ） は ア パ
ー チ ャ の 内 外 で 種 々 の 素 子 を 回 転 さ せ る ホ イ ー ル 機 構 の 使 用 に よ っ て 達 成 さ れ て い た 。 ホ
イ ー ル 機 構 に お い て は 、 光 学 素 子 は ホ イ ー ル の 周 囲 に 配 置 さ れ る 。 異 な る 素 子 が 要 求 さ れ
る の で 、 モ ー タ 又 は そ の 他 の 駆 動 機 が ホ イ ー ル を 回 転 し 、 所 望 の 素 子 が 光 学 経 路 に 入 っ た
と き に 停 止 す る 。 こ れ は 、 異 な る 光 学 素 子 が 必 要 な と き に 光 学 経 路 に 挿 入 さ れ る よ う に す
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 不 幸 に し て 、 ホ イ ー ル 機 構 は い く つ か の 重 大 な 欠 点 を 持 つ 。 例 え ば 、 あ る 素 子 か ら 他 の
素 子 に 切 り 換 え る た め に 使 用 さ れ る 時 間 及 び エ ネ ル ギ の 量 は 、 多 く の 用 途 に と っ て 受 け 容
れ 難 い 。 こ の こ と は 、 ホ イ ー ル が あ る 素 子 か ら ホ イ ー ル の 反 対 側 に あ る 別 の 素 子 に 切 り 換
え る と き 、 特 に 顕 著 な 問 題 点 と な る 。 あ る 場 合 に は 、 ホ イ ー ル の 一 方 の 側 か ら 他 方 の 側 へ
ホ イ ー ル を 切 り 換 え る の に 十 分 に 速 く ホ イ ー ル を 回 転 さ せ る こ と は 困 難 で あ る 。 更 に 、 他
方 の 端 か ら ホ イ ー ル を 動 か す た め の 動 力 の 量 は 、 過 剰 に な る 。 こ れ ら の 制 約 は 、 従 来 の ホ
イ ー ル が ホ イ ー ル の 縁 に お け る 素 子 に 不 規 則 接 近 す る よ り は む し ろ 順 次 接 近 を 与 え る と 言
う こ と か ら す べ て 起 こ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 の ホ イ ー ル 解 決 策 を 用 い る 際 の 別 の 困 難 は 、 ホ イ ー ル の 急 速 移 動 が イ メ ー ジ を 不 鮮
明 に す る 外 乱 を 装 置 に 引 き 起 こ す こ と で あ る 。 こ れ は 、 人 工 衛 星 の よ う な 光 学 装 置 を 精 密
制 御 す る こ と を 要 求 す る 用 途 に お い て 特 に 顕 著 で あ る 。 急 速 移 動 ホ イ ー ル に よ っ て 生 じ た
力 の 外 乱 を 補 償 す る た め に 、 従 来 の 対 策 は 、 ホ イ ー ル 移 動 後 の 長 い 処 理 期 間 、 又 は 信 頼 性
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を 減 少 さ せ な が ら 装 置 の 複 雑 性 を 顕 著 に 増 加 さ せ る 合 成 力 補 償 及 び ／ 又 は 絶 縁 機 構 の 使 用
を 許 す よ う に 強 制 さ れ て い た 。 こ れ ら の 機 構 は 、 装 置 の 熱 的 安 定 性 に 否 定 的 に 衝 撃 を 与 え
な が ら 、 供 給 及 び 消 散 さ れ な け れ ば な ら な い 大 き な 動 力 を 要 求 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う に し て 、 要 請 さ れ て い る こ と は 、 改 善 さ れ た 切 換 速 度 、 低 動 力 消 費 、 低 減 さ れ
た 外 乱 を 与 え る 改 善 さ れ た 光 学 素 子 切 換 機 構 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 [0007]本 発 明 は 、 従 来 技 術 に 見 ら れ た 欠 点 の 多 く を 克 服 す る 光 学 素 子 切 換 機 構 （ optica
l element switching mechanism） を 提 供 す る 。 切 換 機 構 は 、 平 衡 腕 （ balanced arm） を
使 用 す る 。 光 学 素 子 は 平 衡 腕 の 一 端 に 取 り 付 け ら れ る 。 平 衡 腕 は 、 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置
ま で 平 衡 腕 を 回 転 さ せ る 軸 上 に 懸 架 （ suspend） さ れ る 。 平 衡 腕 は 、 こ の 移 動 中 に 低 力 外
乱 （ low force disturbance） を 提 供 す る よ う に 平 衡 に さ れ る 。 平 衡 腕 を 動 か す よ う に 回
転 エ ネ ル ギ を 与 え る ス プ リ ン グ が 、 平 衡 腕 に 連 結 さ れ る 。 ス プ リ ン グ は 、 そ の 中 立 位 置 が
第 １ 位 置 と 第 ２ 位 置 と の 間 に あ る よ う に 連 結 さ れ 、 従 っ て ス プ リ ン グ は 第 １ 位 置 か ら 第 ２
位 置 ま で 及 び そ の 逆 に 平 衡 腕 を 動 か す よ う に エ ネ ル ギ を 与 え る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ラ ッ チ 機 構 が 、 平 衡 腕 を 第 １ 位 置 又 は 第 ２ 位 置 に 選 択 的 に 保 持 す る よ う に 設 け ら れ る 。
更 に 、 ラ ッ チ 機 構 は 、 平 衡 腕 を 捕 ら え 且 つ 最 終 位 置 へ 動 か す の に 必 要 な 追 加 の エ ネ ル ギ を
与 え る こ と が で き る 。 [0008]ラ ッ チ 機 構 が 解 除 さ れ た と き 、 ス プ リ ン グ に よ っ て 与 え ら れ
た 平 衡 腕 に か か る 張 力 が 平 衡 腕 の 軸 周 り の 回 転 移 動 を 反 対 位 置 に 向 か っ て 開 始 す る 。 平 衡
腕 が 反 対 位 置 に 接 近 す る と き 、 ラ ッ チ 機 構 は 新 た な 位 置 へ の 回 転 を 完 成 す る よ う に 追 加 の
エ ネ ル ギ を 与 え 、 平 衡 腕 を 新 位 置 に 捕 ら え 且 つ 保 持 す る 。 [0009]切 換 機 構 は 、 限 ら れ た 動
力 で 伝 送 経 路 の 内 外 に 光 学 素 子 を 急 速 に 動 か す 能 力 を 与 え る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 [0010]追 加 の 実 施 例 に お い て は 、 多 数 切 換 機 構 が 一 体 に 結 合 さ れ て 、 切 換 装 置 に 光 学 経
路 の 内 外 に 多 数 光 学 素 子 を 切 り 換 え る 能 力 を 与 え る 。 切 換 機 構 は 、 一 方 の 腕 が 光 学 経 路 か
ら 外 れ て 揺 動 し た と き 、 他 方 の 腕 が 光 学 経 路 内 に 揺 動 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 動 作
中 に 、 現 在 伝 送 経 路 内 に あ る 光 学 素 子 の た め の ラ ッ チ 機 構 及 び 所 望 の 光 学 素 子 の た め の ラ
ッ チ 機 構 が 共 に 解 除 さ れ る 。 切 換 機 構 の ス プ リ ン グ は 、 現 在 の 光 学 素 子 を 光 学 経 路 か ら 外
れ て 揺 動 さ せ 且 つ 所 望 の 光 学 素 子 を 光 学 経 路 内 に 揺 動 さ せ る 。 所 望 の 光 学 素 子 の た め の ラ
ッ チ 機 構 は 、 所 望 の 光 学 素 子 を 光 学 経 路 内 に 入 れ た 状 態 で 平 衡 腕 を 捕 ら え 且 つ 保 持 す る 。
他 の 光 学 素 子 の た め の ラ ッ チ 機 構 は 、 平 衡 腕 を 反 対 位 置 に 捕 ら え 且 つ 保 持 す る 。 平 衡 腕 の
反 対 移 動 は 、 そ う で な い 場 合 に 腕 移 動 か ら 生 じ る で あ ろ う 外 乱 移 動 を 相 殺 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 [0011]こ の よ う に し て 、 ２ つ の 切 換 機 構 は 、 一 体 と な っ て 限 ら れ た 動 力 消 費 及 び 装 置 外
の 力 外 乱 で 、 あ る 光 学 素 子 を 別 の 光 学 素 子 に 迅 速 に 入 れ 換 え る 。 [0012]本 発 明 の 上 述 し た
目 的 、 そ の 他 の 目 的 、 特 徴 、 及 び 利 点 は 、 添 付 図 面 に 示 さ れ る よ う に 、 本 発 明 の 好 適 実 施
例 の 下 記 の 更 に 詳 細 な 記 載 か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 [0019]本 発 明 は 、 従 来 技 術 に 見 ら れ る 欠 点 の 多 く を 克 服 す る 光 学 素 子 切 換 機 構 を 提 供 す
る 。 切 換 機 構 は 、 平 衡 腕 を 使 用 す る 。 光 学 素 子 は 平 衡 腕 の 一 端 に 取 り 付 け ら れ る 。 平 衡 腕
は 、 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 ま で 平 衡 腕 を 回 転 さ せ る 軸 上 に 懸 架 さ れ る 。 平 衡 腕 は 、 こ の 移
動 中 に 低 力 外 乱 を 与 え る よ う に 平 衡 に さ れ る 。 平 衡 腕 を 動 か す よ う に 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え
る ス プ リ ン グ が 、 平 衡 腕 に 連 結 さ れ る 。 ス プ リ ン グ は 、 そ の 中 立 位 置 が 第 １ 位 置 と 第 ２ 位
置 と の 間 に あ る よ う に 連 結 さ れ 、 従 っ て ス プ リ ン グ は 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 ま で 及 び そ の
逆 に 平 衡 腕 を 動 か す よ う に エ ネ ル ギ を 与 え る 。 ラ ッ チ 機 構 が 、 平 衡 腕 を 第 １ 位 置 又 は 第 ２
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位 置 に 選 択 的 に 保 持 す る よ う に 設 け ら れ る 。 更 に 、 ラ ッ チ 機 構 は 、 平 衡 腕 を 捕 ら え 且 つ 最
終 位 置 へ 動 か す の に 必 要 な 追 加 の エ ネ ル ギ を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 [0020]図 １ に お い て 、 代 表 的 な 光 学 素 子 切 換 機 構 １ ０ ０ が 示 さ れ る 。 切 換 機 構 １ ０ ０ は
、 腕 １ ０ ２ 、 軸 １ ０ ４ 、 腕 に 連 結 さ れ た ス プ リ ン グ １ ０ ５ 、 光 学 素 子 １ ０ ６ 、 ２ つ の ラ ッ
チ 機 構 １ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ を 含 む 。 腕 １ ０ ２ は 、 光 学 素 子 を 受 け る よ う に 設 計 さ れ た 任 意
の 構 造 部 材 で も よ い 。 腕 は 、 好 ま し く は 光 学 素 子 １ ０ ６ の 位 置 を 有 効 に 制 御 す る の に 十 分
な 剛 性 に 造 ら れ る 。 光 学 素 子 １ ０ ６ は 、 光 学 経 路 に 選 択 的 に 挿 入 す る た め に 望 ま し い 任 意
の 素 子 ま た は 素 子 の 組 合 せ で も よ い 。 光 学 素 子 １ ０ ６ と し て 使 用 さ れ う る 共 通 の 素 子 は 、
フ ィ ル タ 、 ミ ラ ー 、 黒 体 ソ ー ス （ black body sources） の よ う な 光 学 ソ ー ス の 様 々 な 形 式
及 び 組 合 せ を 含 む 。 軸 １ ０ ４ は 、 腕 １ ０ ２ の 位 置 決 め 及 び 回 転 移 動 を 与 え る 任 意 の 軸 で よ
い 。 適 切 な 軸 １ ０ ４ の 例 は 、 適 切 な 回 転 移 動 を 与 え る 柔 軟 な 旋 回 軸 、 ベ ア リ ン グ 、 又 は 曲
げ 要 素 を 含 む 。 腕 １ ０ ２ に 連 結 さ れ た ス プ リ ン グ １ ０ ５ は 、 腕 １ ０ ２ を 光 学 経 路 の 内 外 に
動 か す た め の 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ス プ リ ン グ １ ０ ５ は 、 所 望 の 時 間 拘 束 内 で 腕 を 動 か す の に 十 分 な エ ネ ル ギ を 与 え る 任 意
の 適 切 な ス プ リ ン グ 構 造 で も よ い 。 ス プ リ ン グ １ ０ ５ は 、 腕 が 光 学 経 路 と 外 側 位 置 と の 間
に あ る 状 態 で 、 ス プ リ ン グ の 中 立 位 置 が ほ ぼ 中 心 に あ る よ う に 、 連 結 さ れ る 。 こ の よ う に
し て 、 ス プ リ ン グ １ ０ ５ は 、 腕 １ ０ ２ を 両 方 向 に 動 か す こ と が で き る 。 ス プ リ ン グ １ ０ ５
と し て 用 い ら れ 得 る ス プ リ ン グ の 例 は 、 コ イ ル 、 螺 旋 、 若 し く は 捩 れ 棒 、 又 は 並 進 引 張 若
し く は 圧 縮 ス プ リ ン グ の よ う な 回 転 ス プ リ ン グ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ラ ッ チ 機 構 １ ０ ８ ａ 、 １ ０ ８ ｂ は 、 腕 を 両 位 置 に 選 択 的 に 保 持 す る 能 力 を 与 え る 。 各 ラ
ッ チ 機 構 １ ０ ８ は 、 腕 １ ０ ２ を 定 位 置 に 捕 ら え 且 つ 保 持 す る 任 意 の 適 切 な 機 構 を 含 む こ と
が で き る 。 ラ ッ チ 機 構 １ ０ ８ と し て 用 い ら れ 得 る 機 構 の 例 は 、 腕 １ ０ ２ を 選 択 的 に 保 持 す
る 能 力 を 与 え る 磁 気 装 置 を 含 む 。 更 に 、 ラ ッ チ 機 構 １ ０ ８ は 、 腕 を 回 転 中 に 捕 ら え 且 つ 最
終 位 置 ま で 動 か す の に 要 す る 任 意 の 追 加 エ ネ ル ギ を 与 え る よ う に 構 成 さ れ る こ と が で き る
。 代 案 と し て 、 別 個 の 回 転 機 構 が 、 回 転 を 完 成 す る の に 要 す る 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え る よ う
に 加 え ら れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 [0021]切 換 機 構 １ ０ ０ の 動 作 中 、 切 換 が 所 望 の 状 態 に な る ま で 、 ラ ッ チ 機 構 １ ０ ８ は 腕
１ ０ ２ を 定 位 置 に 保 持 す る 。 ラ ッ チ 機 構 １ ０ ８ （ １ ０ ８ ａ の よ う な ） が 解 除 さ れ た と き 、
ス プ リ ン グ １ ０ ５ に よ っ て 与 え ら れ た 腕 １ ０ ２ に 掛 か る 張 力 が 軸 １ ０ ４ 上 の 腕 １ ０ ２ の 回
転 移 動 を 反 対 位 置 に 向 け て 開 始 す る 。 腕 １ ０ ２ が 反 対 位 置 に 接 近 し た と き 、 反 対 の ラ ッ チ
機 構 １ ０ ８ （ １ ０ ８ ｂ の よ う な ） が 新 位 置 へ の 回 転 を 完 成 す る よ う に 追 加 の エ ネ ル ギ を 与
え 、 そ し て 、 腕 １ ０ ２ を 新 位 置 で 捕 ら え 且 つ 保 持 す る 。 切 換 機 構 １ ０ ０ は 、 こ の よ う に し
て 限 ら れ た 動 力 消 費 及 び 限 ら れ た 物 理 的 外 乱 で 光 学 経 路 内 外 に 光 学 素 子 １ ０ ６ を 急 速 に 動
か す 能 力 を 与 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 [0022]図 ２ に お い て 、 多 数 光 学 素 子 １ ０ ６ を 光 学 経 路 内 外 に 切 り 換 え る 能 力 を 与 え る よ
う に 一 体 に 組 み 合 わ さ れ た 光 学 素 子 切 換 装 置 ２ ０ ０ が 示 さ れ る 。 図 示 例 で は 、 ３ つ の 切 換
機 構 装 置 １ ０ ０ が ３ つ の 異 な る 光 学 素 子 １ ０ ６ を 選 択 さ れ る よ う に す る 。 勿 論 、 こ れ は 単
な る 一 例 で あ り 、 光 学 素 子 切 換 装 置 は 空 間 の 許 す 限 度 内 で 任 意 の 数 の 切 換 機 構 １ ０ ０ を 設
け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 [0023]光 学 素 子 切 換 装 置 ２ ０ ０ は 、 １ つ の 光 学 素 子 １ ０ ６ が 光 学 経 路 か ら 外 れ た と き に
、 別 の 光 学 素 子 １ ０ ６ が 光 学 経 路 へ 入 る こ と が 望 ま れ る 。 動 作 中 、 現 在 光 学 経 路 内 に あ る
光 学 素 子 １ ０ ６ の た め の ラ ッ チ 機 構 １ ０ ８ 及 び 所 望 の 光 学 素 子 １ ０ ６ の た め の ラ ッ チ 機 構
１ ０ ８ が 共 に 解 放 さ れ る 。 切 換 機 構 １ ０ ０ の ス プ リ ン グ １ ０ ５ が 現 在 の 光 学 素 子 １ ０ ６ を
光 学 経 路 か ら 外 し 且 つ 所 望 の 光 学 素 子 １ ０ ６ を 光 学 経 路 内 へ 入 れ る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 [0024]図 ３ に お い て 、 光 学 素 子 切 換 装 置 ２ ０ ０ は 、 現 在 光 学 経 路 内 に あ る 光 学 素 子 １ ０
６ の た め の ラ ッ チ 機 構 １ ０ ８ 及 び 所 望 の 光 学 素 子 １ ０ ６ の た め の ラ ッ チ 機 構 １ ０ ８ が 解 除
さ れ た 後 で 、 且 つ 、 腕 １ ０ ２ が 各 切 換 機 構 １ ０ ０ の ス プ リ ン グ １ ０ ５ に よ っ て 回 転 さ れ つ
つ あ る 状 態 を 示 す 。 特 に 、 古 い 光 学 素 子 １ ０ ６ の た め の ス プ リ ン グ １ ０ ５ が 古 い 光 学 素 子
１ ０ ６ を 光 学 経 路 外 に 動 か す た め の 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え つ つ あ る 。 同 様 に 、 新 し い 光 学 素
子 １ ０ ６ の た め の ス プ リ ン グ １ ０ ５ が 新 し い 光 学 素 子 １ ０ ６ を 光 学 経 路 内 に 動 か す た め の
回 転 エ ネ ル ギ を 与 え つ つ あ る 。 腕 は 反 対 方 向 に 同 時 に 動 か さ れ つ つ あ り 、 従 っ て 腕 移 動 か
ら 生 じ る で あ ろ う 外 乱 力 の 相 殺 を 共 に 与 え る こ と に 注 目 さ れ た い 。 個 々 に 整 合 さ れ た 平 衡
腕 、 整 合 ス プ リ ン グ 、 等 し い 偏 向 角 度 に よ っ て 、 切 換 装 置 は 外 力 、 モ ー メ ン ト 、 不 平 衡 運
動 量 を 生 じ な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 [0025]図 ４ に お い て 、 光 学 素 子 切 換 装 置 ２ ０ ０ は 、 古 い 光 学 素 子 １ ０ ６ を 光 学 経 路 外 に
あ る 状 態 で 、 古 い 光 学 素 子 １ ０ ６ の た め の ラ ッ チ 機 構 １ ０ ８ が 腕 １ ０ ２ を 新 位 置 に 捕 ら え
且 つ 保 持 し た 後 の 状 態 を 示 す 。 同 様 に 、 新 し い 光 学 素 子 １ ０ ６ を 光 学 経 路 内 に あ る 状 態 で
、 新 し い 光 学 素 子 １ ０ ６ の た め の ラ ッ チ 機 構 １ ０ ８ が 腕 １ ０ ２ を 新 位 置 に 捕 ら え 且 つ 保 持
す る 。 こ の よ う に し て 、 光 学 素 子 切 換 装 置 は 、 限 ら れ た 動 力 消 費 及 び 装 置 外 の 力 外 乱 で あ
る 光 学 素 子 を 別 の 光 学 素 子 に 迅 速 に 入 れ 換 え る 能 力 を 与 え る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 [0026]図 ５ に お い て 、 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 ま で 及 び 第 １ 位 置 に 戻 る 移 動 中 の 腕 の 位 置
を 作 図 し た タ イ ミ ン グ ・ グ ラ フ が 示 さ れ る 。 時 刻 Ｔ １ に お い て 、 ラ ッ チ 機 構 は 解 除 さ れ 、
且 つ ス プ リ ン グ が 腕 の 移 動 を 開 始 す る 。 ス プ リ ン グ に 貯 え ら れ た ポ テ ン シ ャ ル ・ エ ネ ル ギ
が ス プ リ ン グ を 動 か す た め の 一 次 エ ネ ル ギ を 与 え る の で 、 ス プ リ ン グ は 通 常 の 正 弦 曲 線 移
動 に 追 従 す る 。 正 弦 曲 線 移 動 の パ ラ メ ー タ は 、 ば ね 定 数 、 回 転 強 さ 、 並 び に 腕 、 光 学 素 子
、 ラ ッ チ 機 構 、 及 び 任 意 平 衡 ウ エ イ ト の 慣 性 の よ う な 装 置 の 固 有 の パ ラ メ ー タ に よ っ て 決
定 さ れ る 。 通 常 、 こ れ ら の 要 素 及 び ば ね 定 数 は 、 合 成 振 動 の 自 然 周 期 が 要 求 さ れ る 切 換 速
度 の ２ 倍 に な る よ う に 、 第 １ 回 転 モ ー ド 機 械 的 共 振 を 有 す る よ う に 選 定 さ れ る 。 例 え ば 、
光 学 素 子 が ２ ５ ミ リ 秒 で 切 り 換 え ら れ な け れ ば な ら な い な ら ば 、 装 置 の 第 １ モ ー ド は 少 な
く と も ２ ０ Ｈ ｚ に 要 請 さ れ 、 い く ら か の 追 加 安 定 時 間 及 び 余 裕 が ２ ０ Ｈ ｚ を わ ず か に 超 え
た モ ー ド に 増 加 さ せ る こ と に よ っ て 通 常 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 [0027]時 刻 Ｔ ２ に お い て 、 腕 は ス プ リ ン グ の 自 然 中 心 （ natural center） を 通 過 す る 。
ス プ リ ン グ 上 の こ の 点 か ら 、 も は や 腕 に 追 加 の エ ネ ル ギ を 与 え ず 、 ス プ リ ン グ は そ の 代 わ
り に 腕 を 減 速 し 次 の 切 換 の た め の ポ テ ン シ ャ ル ・ エ ネ ル ギ を 貯 え る よ う に 作 用 す る 。 時 刻
Ｔ ３ に お い て 、 ス プ リ ン グ に よ っ て 与 え ら れ た 運 動 エ ネ ル ギ は ほ ぼ 消 費 さ れ て し ま う 。 し
か し 、 装 置 内 の 不 可 避 摩 擦 の た め に 、 腕 は 第 ２ 位 置 ま で 完 全 に ま だ 動 か さ れ な い 。 従 っ て
、 時 刻 Ｔ ３ に お い て 、 ラ ッ チ 機 構 は 腕 に 係 合 し て 、 腕 を 第 ２ 位 置 ま で の 途 中 の 残 り を 動 か
す の に 要 す る 追 加 エ ネ ル ギ を 与 え る 。 こ の よ う に し て 、 時 刻 Ｔ ４ に お い て 、 腕 は 第 ２ 位 置
で 休 止 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 [0028]こ の よ う に し て 、 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 ま で の 移 動 の １ サ イ ク ル が 完 了 す る 。 ラ
ッ チ 機 構 は 必 要 な だ け 長 く 腕 を こ の 位 置 に 保 持 す る 。 腕 が 再 び 動 か さ れ る べ き 場 合 に は 、
時 刻 Ｔ ５ に お い て 、 ラ ッ チ 機 構 が 再 び 解 除 し 、 行 程 が 再 開 す る 。 時 刻 Ｔ ６ に お い て 、 腕 は
ス プ リ ン グ の 自 然 中 心 を 通 過 す る 。 時 刻 Ｔ ７ に お い て 、 ス プ リ ン グ に よ っ て 与 え ら れ た 運
動 エ ネ ル ギ は ほ ぼ 消 費 さ れ 、 そ し て 、 ラ ッ チ 機 構 が 再 び 係 合 さ れ て 、 第 １ 位 置 へ の 戻 り を
完 成 す る の に 要 す る 追 加 エ ネ ル ギ を 与 え る 。 時 刻 Ｔ ８ に お い て 、 腕 は 第 １ 位 置 に 休 止 す る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 [0029]光 学 素 子 切 換 装 置 は 、 多 く の 異 な る 形 態 に 実 施 さ れ 得 る 。 例 え ば 、 多 数 腕 が 同 一
面 内 （ 同 一 面 内 の 光 学 素 子 が 異 な る 時 刻 に お い て の み 挿 入 さ れ な け れ ば な ら な い が ） で 動
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く よ う に 配 置 さ れ 得 る 。 追 加 の 光 学 素 子 が 第 １ 面 の い ず れ か の 側 に 追 加 の 面 を 加 え る こ と
に よ っ て 、 こ の 点 を 超 え て 加 え ら れ 得 る 。 追 加 の 面 が わ ず か に ず ら さ れ て 第 １ 面 と の 間 隙
を つ く り 、 且 つ 、 追 加 面 が ビ ー ム の 周 り に わ ず か に 回 転 さ れ て ス プ リ ン グ に 対 す る 非 干 渉
を 与 え る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 [0030]図 ６ に お い て 、 第 ２ グ ル ー プ の ３ つ の 切 換 機 構 １ ０ ０ が 最 初 の ３ つ の グ ル ー プ と
異 な る 面 内 に 加 え ら れ た 光 学 素 子 切 換 装 置 が 図 示 さ れ る 。 [0031]食 い 違 い 面 に 収 容 さ れ 得
る 光 学 素 子 の 合 計 数 は 多 分 限 定 さ れ な い が 、 代 表 的 設 計 配 置 は 各 面 内 に ３ つ の 光 学 素 子 を
設 け た ３ つ の 面 の 光 学 素 子 を 含 む 。 こ の 配 置 を 用 い る こ と は 、 ９ つ の 光 学 素 子 に い つ で も
不 規 則 接 近 す る こ と を 許 す 。 こ の 配 置 は １ つ の み の 光 学 素 子 が 一 度 に 光 学 経 路 内 に あ る よ
う に 構 成 さ れ 得 る が 、 異 な る 面 か ら 異 な る 光 学 素 子 が 同 時 に 光 学 経 路 内 に 置 か れ る こ と を
許 す よ う に 構 成 さ れ 得 る こ と を 注 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 [0032]合 理 的 に 可 能 な 限 り 腕 の 移 動 の 効 果 を 相 殺 す る こ と が 一 般 に 望 ま し い 。 こ の 理 由
の た め に 、 腕 は 好 ま し く は 同 一 偏 向 角 度 、 慣 性 、 ス プ リ ン グ 、 及 び 自 然 周 波 数 に 設 計 さ れ
る 。 こ れ は 、 例 え ば 、 剛 性 に お い て 類 似 し た ス プ リ ン グ を 選 択 し 、 次 い で 各 腕 を 同 じ 自 然
周 波 数 に 変 え る こ と に よ っ て い く つ か の 仕 方 で 達 成 さ れ 得 る 。 装 置 は 、 あ る フ ィ ル タ が 取
り 除 か れ た と き 、 別 の フ ィ ル タ が 挿 入 さ れ る 場 合 に 作 動 さ れ る 。 ２ つ の 合 成 モ ー メ ン ト 、
力 、 運 動 量 が 本 質 的 に 相 殺 さ れ る 。 各 腕 を 平 衡 に す る こ と に よ っ て 、 腕 モ ー メ ン ト に よ っ
て 発 生 さ れ た 外 力 が 最 小 化 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 [0033]ラ ッ チ 機 構 は 好 ま し く は 腕 保 持 を 与 え 且 つ 腕 に 追 加 の 運 動 エ ネ ル ギ を 与 え る よ う
に 設 計 さ れ る 。 各 腕 は 、 そ の 調 和 運 動 の 限 度 が 光 学 経 路 内 へ の 完 全 な 位 置 及 び 光 学 経 路 外
の 完 全 な 位 置 で あ る 場 合 に 、 腕 自 体 の 自 然 共 振 を 介 し て （ 光 学 経 路 内 外 に ） 切 り 換 え ら れ
る 。 切 換 を で き る だ け 少 な い 動 力 消 費 に す る た め に 、 低 い 減 衰 （ 高 い Ｑ ） を こ の 共 振 が 持
つ こ と が 望 ま し い 。 こ れ を 有 用 に す る た め に 、 ラ ッ チ 機 構 は 腕 を 各 極 端 で 保 持 す る よ う に
用 い ら れ る 。 ラ ッ チ 機 構 な し で は 、 腕 は 、 運 動 エ ネ ル ギ （ 運 動 ） と ポ テ ン シ ャ ル ・ エ ネ ル
ギ （ ば ね 力 ） が 切 り 換 え ら れ る 場 合 に 、 ２ つ の 極 端 間 で 自 然 調 和 運 動 を 介 し て 単 に 振 動 す
る だ け で あ る 。 ラ ッ チ 機 構 は 、 構 造 上 の 減 衰 、 風 損 等 に よ っ て 装 置 内 の 損 失 を 補 償 す る の
に 要 す る 余 分 な 運 動 エ ネ ル ギ を 与 え る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 [0034]ラ ッ チ 機 構 は 、 機 械 的 又 は 磁 気 的 の い ず れ で も よ く 、 そ の 目 的 は ス プ リ ン グ の 力
に 抗 し て 運 動 の い ず れ か の 極 端 に 腕 を 保 持 す る こ と で あ る 。 こ の 機 構 は 動 力 消 費 を 伴 わ ず
に 腕 を 保 持 す る こ と が で き る こ と が 、 望 ま し い が 必 要 で は な い 。 こ の 機 構 が 損 失 を 補 償 す
る よ う に 装 置 に エ ネ ル ギ を 加 え る こ と は 有 利 で は あ る が 、 要 求 は さ れ な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 [0035]ラ ッ チ 機 構 の 好 適 実 施 は 、 磁 石 が 腕 を 保 持 し 且 つ 電 磁 コ イ ル が 永 久 磁 石 に 対 抗 し
、 腕 を 解 放 す る よ う に 、 電 磁 コ イ ル と 共 に 永 久 磁 石 を 使 用 す る こ と で あ る 。 平 衡 錘 が 光 学
フ ィ ル タ を 平 衡 さ せ る の に 通 常 は 必 要 で あ る の で 、 好 適 実 施 は 光 学 素 子 か ら 腕 の 反 対 側 に
鉄 を 置 く こ と で あ る 。 図 ７ に お い て 、 好 適 ラ ッ チ 機 構 １ ０ ８ の 頂 部 断 面 が 示 さ れ る 。 ラ ッ
チ 機 構 １ ０ ８ は 、 永 久 磁 石 ７ ０ ８ を 包 囲 す る 電 磁 コ イ ル ７ ０ ６ を 含 む 。 磁 束 路 を 完 成 す る
鉄 製 ケ ー ス ７ ０ ４ が 、 磁 石 を 包 囲 す る 。 鉄 ７ ０ ２ は 、 腕 １ ０ ２ の 端 に 含 め ら れ る 。 こ の 実
施 例 に お い て は 、 鉄 ７ ０ ２ は 、 磁 気 吸 引 を 腕 に 加 え る よ う に 働 き 且 つ 腕 を 平 衡 に す る 平 衡
錘 と し て も 作 用 で き る 。 鉄 が 好 ま し い が 、 そ の 他 の 適 切 な 強 磁 性 材 料 が 使 用 さ れ 得 る こ と
に 注 意 さ れ た い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 動 作 中 、 永 久 磁 石 ７ ０ ８ は 腕 を 定 位 置 に 保 持 す る よ う に 働 き 、 動 力 の 消 費 を 必 要 と せ ず
に そ れ を 行 う 。 腕 １ ０ ２ が 解 除 さ れ る べ き と き 、 パ ル ス が 電 磁 石 ７ ０ ６ に 与 え ら れ る 。 こ
れ は 、 電 磁 石 ７ ０ ６ を 一 時 的 に オ ン に 変 え 、 永 久 磁 石 ７ ０ ８ の 磁 力 を 圧 倒 し 、 従 っ て 腕 １
０ ２ を 解 放 す る 。 電 磁 石 ７ ０ ６ が オ フ に 変 え ら れ る 前 に 、 ば ね 力 が 腕 １ ０ ２ を 離 れ さ せ る
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。 腕 １ ０ ２ が 他 の 位 置 に 揺 動 し た と き 、 腕 が ラ ッ チ 機 構 に よ っ て 解 除 さ れ る ま で 、 他 の ラ
ッ チ 機 構 上 に あ る 永 久 磁 石 ７ ０ ８ は 腕 １ ０ ２ を 最 終 位 置 に 回 転 さ せ る の に 必 要 な 追 加 の エ
ネ ル ギ を 与 え る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 [0036]ラ ッ チ 機 構 の 第 ２ の 実 施 は 、 電 磁 コ イ ル を 再 び ス ト ッ プ 上 に 配 置 し た 状 態 に し て
、 永 久 磁 石 を 腕 に 配 置 す る こ と で あ る 。 こ れ は 、 運 動 の 両 極 端 に 動 力 切 り 保 持 を 許 し 、 よ
り 洗 練 さ れ た 制 御 技 術 の 使 用 を 許 す 。 例 え ば 、 腕 は 解 除 時 に 押 さ れ て 装 置 に エ ネ ル ギ を 加
え 、 腕 が 到 達 し 且 つ 停 止 す る ま で 、 捕 獲 磁 石 が 遮 断 す る 。 一 端 停 止 さ れ る と 、 対 抗 コ イ ル
は 減 勢 さ れ 、 永 久 磁 石 が 腕 を 定 位 置 に 保 持 す る 。 こ の 種 の ラ ッ チ 装 置 の 利 点 は 、 外 乱 を 最
少 に し 、 腕 に よ り 高 い 構 造 上 の モ ー ド を 与 え 、 ス プ リ ン グ を 十 分 な 時 間 安 定 に す る こ と で
あ る 。 即 ち 、 押 込 み は 過 渡 期 に 安 定 す る 腕 を 励 起 し 、 次 い で そ れ が 単 純 な 調 和 運 動 に よ っ
て 停 止 し 、 保 持 さ れ る の で 、 ス ト ッ プ 内 に 打 ち 付 け る こ と に よ っ て 再 励 起 さ れ る 。 こ れ ら
の 制 御 は 、 開 放 ル ー プ （ タ イ ミ ン グ の み に 基 づ く ） 又 は 位 置 セ ン サ の 追 加 を 伴 う 閉 ル ー プ
で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 [0037]こ の よ う に 実 施 さ れ た ラ ッ チ 機 構 は 、 腕 を 中 央 零 エ ネ ル ギ 位 置 に 安 定 さ せ る な ら
ば 、 腕 を 再 開 始 さ せ る 方 法 を 与 え る 追 加 の 利 点 を 有 す る こ と が で き る 。 特 に 、 腕 の 自 然 共
振 周 波 数 で 交 互 に 付 勢 さ れ る よ う に 電 磁 石 を 制 御 す る こ と に よ っ て 、 腕 の 振 幅 が 腕 を 再 掛
止 す る の に 十 分 に 高 く な る ま で 、 腕 の 自 然 調 和 運 動 が 確 立 さ れ 得 る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 [0038]好 適 実 施 例 に お い て は 、 腕 を 定 位 置 に 保 持 す る ラ ッ チ 機 構 が 損 失 を 補 償 す る の に
必 要 な 追 加 の 運 動 エ ネ ル ギ を 与 え る よ う に 用 い ら れ る が 、 代 わ り に エ ネ ル ギ が そ の 他 の 回
転 エ ネ ル ギ 機 構 に よ っ て 与 え ら れ 得 る こ と に 注 意 さ れ た い 。 そ の 他 の 機 構 の 例 は 、 ト ル ク
・ モ ー タ 及 び そ の 他 の こ の 種 の 装 置 を 含 む 。 追 加 の エ ネ ル ギ を 与 え る た め に モ ー タ を 使 用
す る こ と は 、 機 械 的 ラ ッ チ の よ う な 装 置 に エ ネ ル ギ を 加 え な い 交 番 ラ ッ チ 機 構 の 使 用 を 許
す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 [0039]本 発 明 は 、 従 来 技 術 に 見 ら れ た 欠 点 の 多 く を 克 服 す る 光 学 素 子 切 換 機 構 を 提 供 す
る 。 切 換 機 構 は 、 平 衡 腕 を 使 用 す る 。 光 学 素 子 は 平 衡 腕 の 一 端 に 取 り 付 け ら れ る 。 平 衡 腕
は 、 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 ま で 平 衡 腕 を 回 転 さ せ る 軸 上 に 懸 架 さ れ る 。 平 衡 腕 は 、 こ の 移
動 中 に 低 力 外 乱 を 与 え る よ う に 平 衡 に さ れ る 。 平 衡 腕 を 動 か す よ う に 回 転 エ ネ ル ギ を 与 え
る ス プ リ ン グ が 、 平 衡 腕 に 連 結 さ れ る 。 ス プ リ ン グ は 、 そ の 中 立 位 置 が 第 １ 位 置 と 第 ２ 位
置 と の 間 に あ る よ う に 連 結 さ れ 、 従 っ て ス プ リ ン グ は 第 １ 位 置 か ら 第 ２ 位 置 ま で 及 び そ の
逆 に 平 衡 腕 を 動 か す よ う に エ ネ ル ギ を 与 え る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ラ ッ チ 機 構 が 、 平 衡 腕 を 第 １ 位 置 又 は 第 ２ 位 置 に 選 択 的 に 保 持 す る よ う に 設 け ら れ る 。
更 に 、 ラ ッ チ 機 構 は 、 平 衡 腕 を 捕 ら え 且 つ 最 終 位 置 へ 動 か す の に 必 要 な 追 加 の エ ネ ル ギ を
与 え る こ と が で き る 。 ラ ッ チ 機 構 が 解 除 さ れ た と き 、 ス プ リ ン グ に よ っ て 与 え ら れ た 腕 に
掛 か る 張 力 が 腕 の 軸 周 り の 回 転 移 動 を 反 対 方 向 に 向 け て 開 始 す る 。 腕 が 反 対 位 置 に 接 近 し
た と き 、 ラ ッ チ 機 構 は 新 位 置 へ の 回 転 を 完 成 さ せ る よ う に 追 加 の エ ネ ル ギ を 与 え 、 腕 を 新
位 置 に 捕 ら え 且 つ 保 持 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 [0040]こ の よ う に し て 、 切 換 機 構 は 、 限 ら れ た 動 力 消 費 及 び 限 ら れ た 物 理 的 外 乱 で 伝 送
経 路 の 内 外 に 光 学 素 子 を 急 速 に 動 か す 能 力 を 与 え る 。 [0041]本 発 明 は 好 適 実 施 例 を 参 照 し
て 特 別 に 示 さ れ 且 つ 記 載 さ れ て き た が 、 形 体 及 び 詳 細 の 様 々 な 変 形 が 本 発 明 の 精 神 を 逸 脱
せ ず に な さ れ 得 る こ と を 、 当 業 者 で あ れ ば 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 光 学 素 子 切 換 機 構 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 光 学 素 子 切 換 装 置 の 概 略 上 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 光 学 素 子 切 換 装 置 の 概 略 上 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 光 学 素 子 切 換 装 置 の 概 略 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 光 学 素 子 切 換 装 置 の 腕 位 置 表 す 位 置 グ ラ フ で あ る 。
【 図 ６ 】 光 学 素 子 切 換 装 置 の 概 略 上 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ラ ッ チ 機 構 の 断 面 上 面 図 で あ る 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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